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「大阪DTPの勉強部屋」主催の「写
植の時代展」が2012年2月17日（金）
〜21日（火）大阪メビック扇町で開催されました。弊社もわずかな
がら協力させて頂いております。
この展覧会は本当に稼働する手動写植機が展示の目玉で、ベテラ
ンの職人さんに教えてもらいながら写植を打つ事ができます。
当日は若いDTPデザイナーの順番を待つ列が途切れる事はあり
ませんでした。
また写植の歴史やしくみの説明映像・パネル展示、写植文字盤展
示もあり、当時を懐かしむ人やはじめて見る人の感心する声があち
こちから聞こえてきました。
18日（土）には「はじめての正規表現」をテーマに勉強会も開催
され、弊社でも3人受講させていただきました。「大阪DTPの勉強
部屋」では東西からおもしろい講師の方をお招きしてこういう会を
定期的に開催されています。
懇親会では滅多に聞けない情報交換ができるのも魅力です。
21日（火）には「写植の時代を語る」座談会があったそうです。
残念ながら行く事はできなかったのですが、かなり面白かったとの
事です。
さて、写植とはその昔、といっても1995年ぐらいまではまだま
だ現役でした。今のDTPではテキストフレームに文字を入力すれ
ばそのまま印刷できますが、当時は文字は全て写植です。1文字1
文字、職人さんの手で文字盤から選ばれ印字されていたのでした。
もちろん弊社にも写植機はあったわけで、今も遊文舎の玄関には
モリサワさんの写植機が展示されており毎日社員を見守っています。
会社には以前写植機をさわっていた社員も何人かいます。
この写植、私がデザイナーを始めた頃はまだまだ全盛期で駆け出
しデザイナーが作った原稿でもベテランの写植職人さんの手によっ
て組まれた文字のおかげでずいぶんカッコよく校正が上がっていた
のを憶えています。
「写植の時代展」の小冊子を読むと高度経済成長期やバブルの頃
は写植という職業も大きく伸び上がり、普通の会社員の年収ぐらい
を1ヶ月で稼ぐ事ができたそうです。写植屋さんで5年程修行した
若者は「のれんわけ」してもらい、高価な写植機を師匠からもらっ
たり、買ったりして独立していったそうです。
仕事は山ほどありました。なにしろ景気がいいので雑誌もどんど
ん創刊され、その中の文字は全て職人さんが打ったものでした。
いまからはとても考えられない時代です。
そんなアメリカンドリームのような時代もデジタル化のあおりを

一気に受けて消えて行きます。
印刷業界はデジタル化によって大きく仕事が変革していっためず
らしい業種です。
写植も版下も製版も消えていき明確に分業されていた仕事はデザ
イナー1人でフィニッシュまで作れるようになったかわりに、全て
の責任もデザイナーに集中していきました。
当時写植を打っていた人たちも残らず消えていきました。
その方々はこのままでは仕事が無くなると一生懸命Macintosh
を覚えようとしていました。
でもすっかり写植機が自分の手のよ
うに動かせるようになったおじさんに
は、マウスでベジェ曲線を引く等なか
なか覚えられません。僕は当時駆け出
しデザイナーだったのですがベテラン
の版下担当の方に Illustrator を教え
たりしたものでした。
そんな職人さんの努力もむなしく、
Macintoshのオペレーションは写植
職人のものではなくデザイナーの物になりました。ベテランの写植
職人さんの美しい文字組は引き継がれることは無く、コンピュータ
が計算で組み、デザイナーが手動で体裁を整えていったりしました。
この「写植の時代展」はそんなノスタルジックな気分にひたるた
めの展覧会ではなく今のDTPに欠けているモノ、必要なモノを提
示したいとの事です。
当時写植職人だったおじさんたちも何人かはDTPの文字組職人
に生まれかわり、へたくそな文字組のアプリケーションに文句を言
いながら、カスタマイズして納得のいく組版をされています。そん
な方々が何人もいらっしゃって、当時の貴重なお話を聞かせてくれ
ました。
「写植の時代展」会期終了後もパンフは手に入りますし、写植機
の展示も機会があればまたしたいとの事です。
興味がある方は「大阪DTPの勉強部屋」で検索し、主宰の宮地さ
んにコンタクトをとってもらえればと思います。�（たけうちとおる）

写植の
時代展

展示されているモリサワ手動写植機。実稼働
する貴重な機種

まるでアート作品のような文字盤。
いまとなってはゴミなのかもしれない

「写植の時代展」小冊子
（弊社印刷）
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なんといってもこのゲーム、主人公
がとても脆いです。少しの段差を落
ちるとライフ一つ失ってしまいます。
幾度と無く、そのとき流れる音楽を
聴いたので、未だにそのときの音楽
は覚えています。

こんなに少し進んだことに達成
感を覚えるゲームはそうないでしょう。

ちなみに、カセットにランプが付い
ていて、電源を入れると光ります。当
時は、なかなか衝撃を受けました。

僕、『だーくん』の趣味はゲーム。
というわけで、今までに夢中になったゲーム
の思い出なんかをなんとはなしに書いていこ
うと思います。

寒い日が続いております。風邪も流行ってお
ります。皆さん、お気をつけて。
というわけで、このソフト。
『スペランカー』

―�帝塚山大学出版会についてお聞かせください
本会は平成18年に帝塚山大学の研究・教育の
成果の発表を助成すること、我が国の学術・教育・
文化の振興・発展に寄与することを目的として設
立されました。昨年設立5周年を迎えたばかりで、
歴史は浅いのですが、年間 3 点の刊行を目標に
活動を続けています。

―�今特に力を入れられているのは何でしょうか
本学に出版会が設置されているということの社
会への周知と出版企画の発掘です。本会の存在が
学外にはほとんど認知されていないため、設立5
周年を迎えた昨年は、学会やシンポジウム、公開
講座の会場等において積極的にブース出展を行い、
本会活動の周知に努めました。また、新刊書が出
た折には広範囲に情報発信を行い、おかげさまで
いくつかのメディアで取り上げていただきました。
流通についても昨年「amazon」での販売を開始。
今後は全国的な展開ができればと思っています。
また、出版企画の発掘については、本学教員は教
育・研究において大変優れた実績や成果をあげて
おり、その取組や内容に目を配っています。学内
外に出せる「売り」があれば、出版企画書の作成
を助言する等、書籍化に向けてサポートしています。

―�遊文舎の印象はいかがですか
本会では、学術書や学生用テキストを刊行して
います。学術書はその性格上、とくに重厚感や信
頼性が、またテキストにはわかりやすさ、使いや
すさが求められますが、遊文舎様の提案はそれら
の要件を満たしています。また、本会の注文にも

的確に対応くださっています。具体的にはテキス
ト製作の際に、通常の製本方法ですと綴じが強い
ため、使いにくいことに悩んでおりました。その
ため、遊文舎様に各所お調べいただき、クーター
バインディング製本という、綴じ強度を維持し、
かつ開きやすい型の本を出版できました。このテ
キストは内容的にもかなり好評で、他大学でも使
用されています。

―�今後、遊文舎に期待する事は
出版界の動向やトレンドを注視され、密度の濃
い情報を提供くださることですね。「今こうして
おけば、○○に対応できる」「こうすれば経費削
減が図れる」といった先読みできる提案を期待し
ています。この数年で出版界を取り巻く環境は大
きく変化しています。その中で本会と遊文舎様が
相互に補完し合うことで、共に学生や社会に貢献
できれば、と考えています。� （聞き手：S・わだ）

第14回は帝塚山大学出版会さんにお伺いし、
担当者の安田様にお話をお聞きしました。

クーターバインディング製本により製作した「大学生のた
めの日本語の基礎�入門編」を手にする安田さん
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一押し本
みなさんこんにちは！新旧問わず、私キパノスケの
まったくの主観に基づき、お勧め本をどんどん紹介させて
いただきます。ご感想などお聞かせいただければ幸いです。
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美しい日本語組版のルールを知り、守る
─新聞大組は待ったなし真剣勝負だったころ

●前回は遊文舎のいまの生産管理部門のお話でした
が、今回はもう少し古い、むかしのお話をさせてい
ただきます。
1面「写植の時代展」で20〜30年前の手動写植につ

いて触れていますので、さらに遡って50年前、私の学
生時代の活版印刷の体験を思い出すままに。
まったく私的な経験ではありますが、いまではもう
どこにも見当たらない50年前のことなので、少しは歴
史的な意味もあるかとひとり合点しています。

●私は学生時代、大学新聞会に属し、取材・広告取
り・記事起こしから、整理・割付・大組立合いまで、
当時の活版による新聞作りの一通りのプロセスを体
験しました。
「活字」「文選」というのは、印刷の歴史のなかでは
必ず説明され割り方知られていますが、いちばん大変
なのは「活字組版＝手組み」で、これはあまり語られ
ていないようです。特に新聞の場合は書籍などとは違
って大きいブランケットサイズなので、「大組（おお
ぐみ）立合い」といい、職人さんと編集者との一対一
の待ったなし真剣勝負のような緊張関係のなかで組版
作業がすすみます。
当初の割付通りにスムーズに納まったときは、学生
ながら「ヤッター、カンペキー」と大喜びですが、そ
んなことはメッタにありません。どこで間違ったの
か、はみだし原稿や穴あきが出てしまい、職人さんの
腕のみせどころとなってしまうのが大抵でした。

●新聞組版には、ルール＝タブーが多くあり、それも
職人さんの方が詳しいのです。例えば、
・紙面に白場（しろば）は残さない
・腹切り禁止（段間罫を左右いっぱいに通すと紙面
を上下に分断してしまう）

・二本足禁止（下段へつづく記事が二本以上あると
目が泳いでしまう）

等々…。これらは日本語組版の基本のうえに作られ
たルールなので、煩わしいけれど守らねばならないも
ので、よく教えていただきました。
狂った帳尻を合わせて大組を完成させるには、見

出しの行取りを変えたり、記事をカットするなど組み
直しますが、職人さんはスペース・インテル等で、字
間・行間を一字ずつ調整してくれます。いまのように
RTワンタッチなど夢のような話です。
飾り罫や囲み記事、紙型・鉛版など苦労話の種は尽

きませんが、要は技術がすすんで美しい日本語組版の
伝統がどうなったかということです。必要なルールを
知り、守るという肝心のところを、当時の職人さんた
ちのようにきちんとおさえているかどうか、少々心も
とない気がしています。� （記：遊民）

▲当時の組版の様子（ダヴィッド社『編集ハンドブック』より）

今回は前回に続き、経済と経営のお勉強にもなる、
元バンカーの池井戸潤さん著の痛快小説を紹介します。

都銀最大手の本店勤務でエリートバンカーの主人公
は、役員案件の大型融資のこげつきのスケープゴート
にされ、閑職に追われる。絶望した主人公に救いの手
を差し伸べる人事部長とともに、自分を悪意を持って
嵌めた銀行上層部の人間をひとりづつ潰してゆく平成
の岩窟王的な物語です。

銀行の内部事情や銀行員の
考え方などがよくわかり勉強
になります。なんか銀行の偉
い人は全員悪人に思えてしま
いますが、実際はそんなこと
ないんでしょうけど（笑）
悪党の手先を潰してゆく

過程で、行内一の才色兼備
美女を味方にするあたりも
なかなかやる主人公です。

池井戸潤さんは他のどの作品も秀逸ですので是非
ご一読くださいね！� （キパノスケ）

池井戸　潤
『銀行仕置人』
	 双葉社		￥1,575
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─前回までのあらすじ─
多々美屋食品の美人受付嬢高本と社員と思われる男が2人で坂
辺部長に誤って渡してしまったUSBを探しに翔文館印刷の事
務所へ現れた。坂辺のデスクを物色しだす高本…。そのとき野
田原の携帯に着信が鳴った。坂辺部長からだった…。

「おお、野田原君、何してんねん…、旅行来えへんのか…？」
野田原の旅行欠席を心配しての電話だった。
「い、いやぁ、昨日休みを頂いてたんで何も知らなくて…、た
だえらい急ですね」
「そうやねん、多々美屋さんから譲り受けたツアーの日程の都
合で急遽決まったんや…。まあ各得意先には連絡済みや…ま
あ今はそんなに忙しない時期やから良かったけどなぁ…。で
も君1人だけ連絡行かんておかしいなぁ。ホンマに知らんかっ
たんか？」
「はい、全く…。新人の小野さんも知らなかったみたいですよ…」
「あれぇ、嘘やぁ。旅行の事は知ってるはずやで、ただいきな
り初出勤初日の事やったから遠慮しときますって彼が言うもん
やから、有給扱いにして休むように言うたんや…」
「えっ」野田原は蒼ざめた…。小野はその事を忘れていたのか。
それで出勤してきたのか……なんじゃそりゃ…。その瞬間、高
本の視線を感じた野田原は我に返り坂辺に問いかけた。「あ、
あの坂辺部長、高本さんが今いらっしゃってて、昨日渡した
多々美屋通信のデータが間違っていたので差し替えたいそう
なんです…。」野田原は高本を意識しながらわざと淡々とした
口調で喋った。「高本さんって多々美屋さんの…？」「はい…」
「ちょっと代わって…」坂辺の言葉に野田原は携帯を高本に渡
した…。「ああ、坂辺さん、おはようございます…」高本の声
は明るかった。「どうですか突然の社員旅行は？」…他愛もな
い会話が続いたあと高本は多々美屋通信のデータを差し替えた
い旨を坂辺に伝えた。本当はUSBを返してもらうのが目的だ
が勿論その事は言わない…。
「ああ、ただ旅行が急に決まったんで、一応旅先でも少し仕事

せなあかん思て多々美屋さんの原稿は持ってきてますねん…」
坂辺の返事に高本は焦りを隠せない様子だった。重要な情報？
が入ったUSBは今、翔文館印刷には無く坂辺が旅行に持って
出ている。勿論坂辺はまだUSBの中身は多々美屋通信のデー
タだと思っている。ただ今となっては高本たちにはUSBを取
り返すことが出来ない…。
「あ、ああ、そ、そうなんですか、あはは…」高本は平静を
装っているが声はかなり上ずっている。高本は何とかUSBの
中身を見られまいと苦肉の策を講じた…。
「あ、そうそう、その…原稿を差し替えたいだけじゃなくて、
昨日お渡ししたUSBなんですけど性質の悪い新種のウィルス
に感染している可能性があるみたいなんです。昨日社内でも
ウィルス騒動があって…」
え〜〜。隣で聞いていた野田原はその言葉になぜかゾッとした…。
「ええ、そうなんですか」坂辺は驚いた。
「とにかく絶対にそのUSBを開かないで下さい。PCの故障く
らいでは済まいですよ…」
え〜これってほとんど脅しやぁ〜。野田原は再びゾッとした。
「わかりました。そしたらこのUSBは処分したほうがいいで
すね」坂辺の返事に高本は咄嗟に返した「だめです…だっ、だ
めです。私どもで処分しますのでどうか旅行中に開かないよう
にだけお願いします…。いいですね…」高本は念を押した。坂
辺はとにかく旅行から帰ったらUSBを返す約束をして電話を
切った。
高本は電話を切ったあと大きく息を吐いた。おそらくまだ
USBの中身が見られていないことがわかったことでの安堵感
みたいなものだろう…。でもそこまでして見られたくないも
のって何だろう？、一体USBの中身は何なんだ…、野田原は
思った。
高本は一緒に来た男に何か小声で囁いている。次の瞬間2人は
小走りで事務所を出て行った。一体何これ…、野田原は思っ
た。…で小野さん、忘れてただけ…、野田原は思った。
� （つづく）

（このお話はフィクションであり登場する団体・人物などの名称はすべて架空のものです）

VOL.14はいかがでしたでしょうか。デジタルが溢れた今、あえてアナログ
の世界に浸っていただきました。「写植」、「版下」という言葉をはじめて聞い
た方も居られるのでしょうね〜� （Dandy）

編 後集 記 次回、

News Letter

Vol.15を

おたのしみに！
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0120-132394電 話
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